
〆

野
田
笛
浦

『
得
泰
船
筆
語
』
に
う

い
て

國

金

海

二

江
戸
後
期

に
野

田
笛
浦
と

い
う
詩
人
が

い
る
。
丹
後
田
辺

(
舞
鶴
)

に
生
ま

れ
、
名

は
逸
、
字

は
子
明
、
通
称

は
希

一
郎

(
希

一
)
、
笛
浦
と

号

し
、
別
号

を
海
紅
園

と
い

っ
た
。

今
旧

で
は
あ

ま
り
知

ら
れ

て
い
な

い
詩
人
な

の
で
、
そ

の
経
歴

を

『
加
佐
郡

誌

』
(大

正
十

四
年
、
京
都
府
教
育
会
、
加
佐
郡
部
会
編
)
、
『
舞
鶴
』
(
大
正
十

二
年
、
水
島
彦

一
郎
編

)
な
ど

で
少

し
た
ど

っ
て
み
た

い
。

野
田
家

は
、

田
辺
藩
主
牧
野
氏

の
世
臣

で
あ
る
が
家
格

は
あ

ま
り
高

く
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

笛
浦

は
寛
政
十

一
年

(
一
七
九
九
)
己
未

六
月

一
日
に
生

ま
れ
、
文
化

八
年

(
一
八

一
一
)
、

十
三
歳
で

江
戸
に
遊
学

し
古
賀
精

里
の
塾

に
学
び
、
そ

の
後
、

精

里
の
息
伺
庵
が
儒
官

で
あ

っ
た
昌
平
黌

の
寮

に
入

っ
た
。

昌

平
黌
時
代

の
こ
と
は
、

そ

の
詩

に
少

し
見

え
る
が
、
詳
細

は
ほ
と

ん
ど

不

明

で
あ
る
。

彼

が
世
間

に
そ
の
名

を
知

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
後
述
す

る
清
国

の

漂
着
船

「
得

泰
」
号

に
関
係

上
て
か
ら
で
あ

り
、

そ
れ
は
二
十

入
歳

の
時

の
こ

と

で
あ
る
。

こ
の
得
泰
号
事
件
後
、
五
十

二
歳

で
田
辺
藩

に
呼
び
も
ど
さ
れ

る
ま

で
は
、

江
戸

に
在

っ
て
は
茅
場
町

に
居

を
か
ま
え

て
家
塾

を
開
き
子
弟
を

教

授

し

た

り
、
ま

た
大
阪

に
も
居
住

し
て
塾
を
開
く

と
と
も

に
中
井
氏

の
懐
徳
堂

に
も
出

講

し
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
生
活

に

つ
い
て
は
明
確

に
で
き
な

い
と

こ
ろ
が
多

い
が
、
詩
文

の
交
わ

り
が
主

で
は
な

か

っ
た
ろ
う
か
。

そ
の
詩
文

に
散
見
す

る
交
友
関
係

の

一
端
を

み
る
と
、
菊
地
海
荘

・
奥
野
小
山

・
森
樅
堂

・
後
藤
松
窩

な
ど
、
ま

た
先
輩
ζ

し
て
篠
崎
小
竹
な
ど

の
名
が

み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
文
人

た
ち
と

の
交
遊

の
間

に
詩
文
家

と
し
て
も
だ

ん
だ

ん
世

に

認

め
ら

れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き

た
よ
う
だ
。

詩
人

と
し
て
は

『
摂
東

七
家
詩
鈔

』

(嘉
永

ご
年
刊
)

に
名

を

つ
ら
ね

て
い

る
。
他

の
六
家
と

は
菊
地
五
山

・
安
積
艮
斎

.
大
槻
磐
溪

・
斎
藤
拙
掌

・
梁
州

星
巌

.
中
島

棕
隠

で
あ

る
。

(
同
年
、
同

じ
書
肆

か
ら
広
瀬
淡
窓

・
旭
荘

・
篠

崎
小
竹

な
ど

大
阪

以
西
の
詩
人

六
家

の
代
表
作

を
選

ん
で

『
摂
西

六
家
詩
鈔
』

が
刊
行

さ
れ
て

い
る
)
。
さ
ら
に

『
嘉
永

二
十
五
家
絶
句
』

(嘉
永
元
年
刊
)

に

も
選

ば
れ
て

い
る
。

ま
た
、
斎
藤

拙
堂

・
篠
崎
小
竹

・
坂
井
虎
山
と
と
も
に
文

章
の
四
大
家

と
称
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せ
ら
れ

た
よ
う

に
文
章
家
と
し

て
の
名
声
も
あ
り
、
そ
れ
ら

で
生
計
も
維
持

で

き

た
の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

文
人
以
外

と
の
交
遊

に

つ
い
て
は
笛
浦
自
身

や
他
家

の
詩
文

に
も
管
見

に
入

っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な

い
が
、
福

沢
諭
吉

『
福
翁
自
伝

』
で
父
百
助
を
語

っ

た
と
こ
ろ
に
下
記

の
よ
う
な
個
所
が
あ

る
の
で
、
笛
浦

の
人
柄

を
知

る
た
め
の

一
資
料

と
し
て
挙
げ

て
お
く
。

「
…
…
父
が
大
阪

に
い
る
と
き
山
陽
先
生
は
京
都

に
お
り
、
ぜ

ひ
交
際

し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る

の
に
、
ち

ょ
い
と
も

つ
き
あ
わ

ぬ
。
野
田
笛

浦
と

い
う
人
が
父
の
親

友

で
、
野
田
先
生
は
ど

ん
な
人

か
知
ら
な

い
、
け
れ
ど
も
山

陽
を
疎
外
し
て
笛
浦
を
親
し
む
と

い
え
ぽ
、
笛
浦
先
生
は
浮
気

で
な

い
学
者
と

い
う

よ
う
な
意
味

で
し

た
か
…
…
」

江
戸
や
大
阪

で
自
由
人
と

し
て
生
活

し
て
い
た
ら

し
い
笛
浦

に
帰
藩

の
命
令

が
下

っ
た
の
は
嘉
永

三
年

(
一
八
五
〇
)

で
あ

っ
た
。
藩
と

し
て
は
、
尊
皇
佐

幕
、
開
国
鎖
国

の
論

の
う
ず

ま
く
世
相

の
中
、
人
材
登
用

の
急
を
感
じ
、
交
友

範
囲
も
広
く
、
見
聞
す

る
と

こ
ろ
も
広

い
笛
浦

に
帰
藩

の
厳
命
を
下
す
必
要
が

あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

田
辺

に
帰

っ
て
か
ら
最
初

の
七
年
間

は
側
用
人

と
し
て
、
安
政

四
年

(
一
八

五

七
)

か
ら
は
執
政

(
二
百

五
十
石
)

と
し
て
藩
政

に
専

心
す

る
。
特

に
力

を

注

い
だ
の
は
藩
校
明
倫
館

の
整
備

と
海
外

の
敵

に
備

え
る
た
め
の
砲
台

の
築
造

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
作
詩
作
文

の

い
と
ま
さ
え
な

い
ほ
ど

の
激
務

に
ち
が

い
な
く
、
文

人

ど
し
て
の
笛
浦

の
名

は
し
だ

い
に
埋
も
れ
現
在

に
至

っ
て

い
る
の
で
は
な
い

か
と
思

わ
れ
る
。

藩

に
帰

っ
て
か
ら
十
年
後
、
安
政

六
年

(
一
八
五
九
)
七
月

二
十

一
日
、

六

十

一
歳
で
没
し
た
。
舞
鶴
謄
の
辺
無
常
院
に
葬
る
。
法
名
は
栢
林
院
殿
念
誉
亭

称
居
士
。

さ
て
、
漂
着
船
得
泰
号
事
件

と
-は
、
文
政
九
年

(
一
八

二
六
)
^
清
国

の
商

船
得
泰
号
が
上
海
沖

を
航
行
中
、
風
波

に
流
さ
れ

て
駿
河

の
清
水
港

に
漂
着
し

た
事
件

で
あ

る
。

こ

の
時
、
清
水

の
代
官
羽
倉
外
記

(
名

は
用
九
、
号

は
簡
堂

,
精
里

の
門
人
。

そ

の
編
著

に

『
従
吾
所
存

』

『
非
詩
人
詩

』
加
ど
が
あ

る
)

は
幕
府

に
稟
請

し

て
筆
談
の
で
き
る
者

の
派
遣

を
求

め
、
伺
庵

は
笛
浦

を
推
薦

し
得
泰
号
を
長
崎
.

に
護
送
す
る
任

に
当
た
ち

せ
た
。
笛
浦

は
清
水

よ
り
乗

り
込
み
、

六
十

三
日
を

か
け
て
長
崎

に
送

っ
た
。

こ
の
漂
着
船

の
ご
と
は
、

当
時

大
き
な
話
題

と
な

っ
た
よ
う
で
、
松
浦
静
山

『
甲
子
夜
話
』

(巻

七
十
五
)
や

『
兎
園
小
説
外
集

』

(
滝
沢

馬
琴

を
中

心
と

し
た
数
名

の
グ

ル
ー
プ
が
奇

談
珍
説
を
筆
録

じ
た
も

の
)
な
ど

に
採

り
あ
げ

ら

れ

て
い
る
。

特

に

『
兎
園
小
説
外
集
』

に
は

「
唐

船
漂
着

の
記
」
と
し

て
詳

し
く
記
録

さ

れ

て
い
る
。

そ
れ

に
は
代
官
と
船
長
と

の
や
り
と
り

の
文
書
、
大
目
付

へ
の
報
告
書

、
船

籍
、
船
型
、
全

乗
組
員
百
十

六
名

の
段
名

・
年
齢

・
出
身
地
ま

で
が
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
ご

の
船

に
は
、

七
年
前

に
難
破

し
南
洋
方
面

に
漂
着
し
、
そ

こ

で
数
年

を
送

り
清
国
船

に
救

わ
れ
淅
江
省
乍
浦

か
ら
送

り
帰
さ
れ
る
た
め

に
乗

船

し
た
日
本
人

三
名
が

お
り
、
そ

の
漂
流
や
南
方

で
の
生
活

の
様
子
な
ど
が
羽

倉
外
記

と
中
泉

の
代
官
竹
垣
庄
蔵

へ
詳
し
く
上
申
さ
れ

て
お
ヶ
、
そ
れ
も
記
録

さ
れ

て
い
る
。

ち

な
み
に
、

こ
の
時

の
土

代
官

の
処
置

は
当
を
得

た
も

の
で
あ

っ
た

の
で
あ
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ろ
う
、

『
続
徳
川
実
紀
』
文
恭
院
殿
御
実
紀
の
文
政
九
年

十
二
月
の
項

に
・
「
代

官
羽
倉
外
記
、
竹
垣
庄
蔵
は
、
遠
江
国
下
吉
田
村

へ
唐
船

漂
着

の
を
り
、
彼

是

奉
は

り
し

に
よ
り
、
時
服
、
黄
金
を
賜

ふ
。
」
-と
あ
る
。

『
外
集
』

の
最
後

に

「
右
唐
船
を
長
崎
ま
で
送
り
遣
さ
る
る
と
き
、
林

家
よ

り
筆
談

の
為
、
学
賜
所

の
諸
生

二
入
を
、
遠
州
ま

で
つ
か
は
し
て
、
同
船

せ
し

め
ら

る
る
と

い
ふ
。
.
こ
の
諸
生
等
帰
府

の
後
、
必
異
聞
あ
ら

ん
。

た

つ

ぬ

ぺ

し
。」
と
あ

り
、
そ

の
諸
生

の

一
人
が
笛
浦

で
あ
る
。

》

そ
し
て
長
崎

ま
で
の
船

上
で
乗
組
員

で
あ
る
清

国
人
と
筆
談
し
た
も
の
を
後

で
整

理
し
刊
行

し
た
も
の
が

『
得

泰
船
筆
語

』

(
紀
州
藩

瓢
葉
館
蔵
版
、
上

下

合

冊
で
刊
記

な
し
)

で
あ

る
。

得
泰
号
上

で
筆
談

を
し
た
清
国
人

は
五
人
、
長
崎

の
唐
館

で
の
筆
談
も
載

っ

て
い
る
が

そ
の
相
手

は

一
人

で
あ

る
。

船
上

で
の
主
な
相
手

は
、
.楊
啓
堂

・
朱
柳
橋

・
劉
聖
孚

の
三
人

で
、
『
外
集
』

に
よ
る
と
、
楊
氏

は
船
主
、
平
湖

の
人

で
二
十
七
歳
、
朱
氏

は
財
副
、
平
湖

の

人

で
四
十

八
歳
、
劉
氏
も
財
副
、
杭
州

の
人

で
三
十

蝉
歳
。
ほ
か

の
二
人
は

一

言

二
言
話
を

か
わ
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

楊
,ρ
劉
両
氏

に
つ
い
て
知
る

こ
と
は

こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
朱

柳
橋

に

つ
い

て
は

『
筆
語
』
の
な
か
に
、
笛
浦

の
質
問

に
自

ら
次
の
よ
う
に
答

え
て
い
る
。

「
諱
潜
発
、

号
慕
亭
、

任
山
西
福
建
邑
令
、
擢
陞
州
牧
、
賢
人
文
公
後
裔
、

至

不
肖
棄
官
行
賈
、

可
慙
之

至
」

で
は
、
そ

の
会
話

の
な

か
か
ら
"
く

つ
か
を
挙
げ

る
が

『
筆
語
』

に
限

っ
て

は
、
若
干

の
説
明
と
句
読
点

の
み
に
と
ど

め
た
。

向
学
心

に
燃
え
て

い
た

に
ち
が

い
な

い
二
十
八
歳

の
笛
浦

は
、

は
じ
め
で
な

ま

で
接
す
る

で
あ
ろ
う
中
国
人

に
ー

と
く
に
文
公

の
後
裔

と
称

す
る
朱
柳
橋

に
は
尊

敬
の
念
を

い
だ

い
て
i

中
国
の
思
想

・
文
学

に

つ
い
て
筆

談

し
、

ま

た
質
問
を
発

し
て

い
る
9

し
か
し

「
雖
係
文
公
之
後
裔

、
今
為
商
賈
久
、
荒
学
業
、
自
愧
殊
深
」

(
柳

橋
)
と

い
う
の
は
単
な
る
謙
遜

で
は
な
く
、

そ
の
答

え
の
中

に
は
笛
浦

の
夫

知

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無

か

っ
た
よ
う
で
あ
り
、

あ
ま
り
深

い
問
答

に
は
い
た

っ

て
お
ら
ず
、

『
筆
語

』
中

に
占

め
る
学
問
的

な
や
り
と
り
の
割
合
も
少
な

い
。
・

そ
の
主
な
も
の
を
二

・
三
挙
げ

る
と
次

の
ご
と
く

で
あ

る
。

。
清
代
初
期

の
程
朱
学
者

で
あ

る
陸
稼
書
と
、
明

の
滅
亡
後
、
清

朝

に

仕

え

ず
、
後

に
そ
の
著
作
が
発
禁
と
な

っ
た
呂
晩
村
な
ど

に
つ
い
て
。

笛
浦

「
康
熙
而
還
奉
洛
閾
之
説
者
、
余
服
陸
稼
書

一
人
、
李
霈

霜
周
聘
侯
輩
非

其
倫
也
、
呂
晩
村
卓
識
蓋
出
陸
之
上
.
薜
敬
軒
之
後
未
見
其
比
、
然
晩
村
明

代
人
、
非
貴
朝
之
人
也
」

柳
橋

.「
陸
稼
書
先
生
漸
江
平
湖
人
、
与

僕
同
里
、
為
我
朝

道
学
第

一
、
非
余
賢

可
比
、
晩
村
明
代
人
、
帰
我
而
不
臣
、
故
書
集

我
朝

棄
禁

不
観
」

笛
浦

「
晩
村
之
不
臣
於
貴

朝
者

、
是
余

之
所

以
最
信
晩
村

」

。
乾
隆
の
三
大
家
と

い
わ
れ
る
袁
枚
、
趙
翼

に
匹
敵
す

る
詩
人

を
た
ず

ね
た
が

三
大
家
の

一
人
で
あ
る
蒋

士
銓

の
名

な
ど

は
返

っ
て
こ
な

い
。

笛
浦

「
袁

子
才

趙
雲
菘
共
嘉
慶
年
間
之
人
、
而
文
藻
該
博
、
雄
視

一
世
、

不
知

貴
弗
当
代
有

比
肩
者
乎
」

柳
橋

「
袁

子
才
趙
雲
菘
共
嘉
慶
年
間
之
人
、
而
乃
当
世
所
称
文
人
、
其
余
下
者

甚
多
、

不
能
記
臆

也
」

。
清
代
前
半

の
詩

を
集

め
た

『
国
朝
詩
別
裁
集
』

に

つ
い
て
は
、
反
対

に
柳
橋

か
ら
す
ぐ
れ

た
詩
人

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
王
士
禎

・
宋
彝
尊

・
宋
瑰
6
施
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閨
章
の
四
家
を
推

す
が
そ

の
詩
は
笛
浦

の
意

を
満
た
す
も
の
で
は
な

い
ら
し

く
、
ま
た
沈
徳
潜
の
編
集
方

法

に
つ
い
て
も
意

見
を
述

べ
て

い
る
。

柳
橋

宀
国
朝

別
裁
詩
、
以
何
人
為
翹

礎
」

笛
浦

「
余
未
細
閲
、
然
各
有
所
長
、

難

一
筆
定
其

甲
乙
、

王
朱
宋

施
四
家
尤
属

詞
壇
老
手
、
是
以
当
代
推

重
尚
、

不
満
識
者

之
意
、

帰
愚
宇
伯
別
裁
詩
、
選

有
句
無
章
有
章
無
句
者
、

一
併
登
入
、
不
免
失
於
濫
」

柳
橋

「
千
古
卓
見
、
、
使
沈
氏
聞
之
、
将
首
肯

不
暇
」

筆
談

に
は
声
特

に
笛
浦
は

い
ろ

い
ろ
な
故
事
や
詩
旬
を
用

い
て
い
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
こ
ま

か
い

ニ
ュ
ア
ソ
ス
を
少
し
で
電
伝
え

よ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う

が
、
当
時

の
知
識
人

の
会
話

に
つ
い
て
そ
の

一
端

を
う
か
が

い
知
る

こ
と
が

で

き

る
。

た
ぶ
ん
葺
本
人
ど
う

し
の
会
話
も

こ
の
よ
う

に
行
わ
れ

て
い
た
め

で
は

な

い
か
。

β
劉
聖
孚
と

の
閑
談

の
折
、
笛

浦
は
故
郷

を
出

て
か
ら
十
数
年
、
故
郷
を
思
わ

な

い
時
は
無

い
と
言
う

の
に
対
し
て
、
異
国

の
海
上

で
不
安
な
日

々
を
送

っ

て
い
る
聖
孚
も
望
郷

の
念

に
か
ら
れ

る
と
言

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
慰

め
よ
う

と
す
る
笛
浦

の
言
葉
を
み

て
み

よ
う
。
「
桑
蓬
二
…
・」

は

『
礼
記
』
内
期
を
、

「
馬
革
…
、…
」
は

『
後
漢
書
』
馬
援
俵
を
出
典
と
し
た
も

の
で
、
男
子

の
四

方

に
雄
飛
し
生
還
を
期
さ
な

い
こ
と
を
述

べ
た
も

の
で
あ
る
。
ま

た
諸
葛
孔

明

の
言
を
ひ
き
、

さ
ら
に

『
論
語
』
衛
霊
公
を
用

い

て

い

る

が
、
最
後

の

「
不
如
妄

」
は
笛

浦
の

ユ
ー

モ
ア
か
。

聖
孚

「
僕
亦
常
如
斯
、
但
閑

坐
無
聊

之
余
、
最

易
生
思
郷

之
念

」

笛
浦

「
桑
蓬

射
天
地
、
馬
革
裹

屍
、
皆
男
児

之
事
、
善
哉
、
諸

葛

武

侯

之

言

云
、
丈
夫
遨
游
何

必
故
郷
、
因
知
、
終

日
不
食
、
終
夜

不
寐
、
以
思
、
無
益

、

不
如
妄
」

甲

'

・

∵

'

」

,

。
楊
啓
堂
は

二
十

一
歳

が
ら
九
度

長
崎

に
来
て
お
り
、
な
じ
み
の
妓

女

い
と
は

ぎ
が

い
る
。
笛
浦
は
唐

の
詩
人
賈
島

の

「
渡
二
桑
乾

一詩
」
を
ひ

い
て
啓

堂
の

心
を
察
す
る

の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

「拜

州

の
情
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

啓
堂
は
飛

ん
で
行
き
た

い
と
言

っ
て

い
る
が
行

か
れ
る
は
ず
も
な

い
。
笛

浦

は
ま
た
唐

の
李

商
隠

の

「
無
題
詩
」
を
引

用
し
て
二
人

の
気

持
ち
は
通

じ
あ

っ
て
い
る
と
慰
め
る

の
で
あ
る
。

「
身
無
…
…

一
点

通
」
ま
で
が

そ
の
詩

句

で
あ
る
が
下
の

「
無
」
の
字
は

「
有

」
の
誤

り
か
。

・笛

浦

「
昔
賈
浪
仙
曾
渡
桑
乾

水
、
有
拜
州
故
郷
句
、
今
子

九
次
往
崎
、
况
有
萩

妓

、
待

子
久
矣
、

子
之
望

崎
陽
、

不
翅
井
州
也

」

啓
堂

「
我
非
鳥

也
、

焉
得

一
挙
到
崎
乎

」

笛

浦

「雖
身

無
彩
鳳
隻
飛

翼
、

心
無
霊

犀

一
点

通
乎

」

笛
浦

の
質
問
は
学
芸
以

外
の

こ
と
、

た
と
え
ば

金
銀

銅
の
産
地
、
船

の
構
造
、

結

婚

の
風
俗
、

漢
満
人
の
融
合

な
ど

い
ろ

い
ろ
な
方

面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

お
も
し
ろ
そ
う
な
話

を

一
つ
。
越
前

の
漂
流

民
が

奴
児

于

(
ヌ
ル
カ
γ
)

に
漂

着

し
た
と
き
門
の
神

画

に

「
源
判
官
義

経
像

云

々
」

と

い
う

の
渉
あ

っ
た
淡
、

清

で
は
太
祖
が
義

経
の
は

て
で
は
な

い
か
と

い
う
伝
説
が

あ
る
か
と
い
う
笛
浦

の
質
問
と
、
日
本

の
書

物
で
見
た

こ
と
が
あ
る
、

ま
た
康

熈
帝
が
自

ら
言

っ
て

い
る
と

い
う
言

い
伝

え
が

あ
る
が
本
当

か
ど

う
か
わ
か
ら
な

い
と

い
う
柳
橋

の

答
え
を
記
し
て
み
よ
う
。

笛

浦

「
我
邦

越
前
人
、
前
年
漂
到
満
韃

奴
児

干
地
方
、
観
門
前
神
画
源
判
官
義

経
像
云
云
、

世
或
称
貴
邦

太
祖
為
源
判
官
後
、

不
知
貴
邦
有
伝
之
者
乎
し

柳

橋

「
以
前
余
観
日
本
書
、
我
朝

天
子
先
世
姓
源
、
係

日
本
人

、今
忘
其
書
名
、

我

邦
或
伝
以
為
康

熙
帝

自
言
云
、
均

不
知
其
信

」
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朱
柳
橋
ら

の
中
国
人
も
貪
欲

に
日
本

に
関

す
る
知
識

を
吸
収

し
よ
う
と
し
て

い
る
b

一
・
二
を
挙
げ

て
み
る
。

。
秦

の
始
皇
帝

の
命
令

で
、

不
老
不
死
の
薬

を
求

め
て
わ
が
国
に
漂
着

し
た
と

い
わ
れ
る
徐

福
に

つ
い
て
。
現
在

も
和

歌
山
県
新
宮

市
の
南
方

に
そ
の
墓
が

あ
る
が
笛
浦

は
知

ら
な
か

っ
た
と
み
え
る
。

柳
橋

「
紀
州
熊

野
浦

、
有

徐
福
墓
否
」

笛
浦

「
不
知
」

。
江
戸
時
代
、
大
名

・
旗

本
の
氏
名

・
系
譜

・
官
位

・
邸

宅

・
家
紋

な
ど

を
記

し
た

「
武
鑑

」
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容

と
、
文
武

の
士
を
記

し
て

い
る
の
に

武
鑑
と

い
う
の
は
な
ぜ

か
と
質
問
し
て

い
る
。
笛

浦
は
末
世

文
弱

の
弊

を
矯

め
る
た
め
だ
ろ
う
と
答

え
て

い
る
。

啓

堂

「
僕

以
前
於

長
崎
、
観
貴
邦

人
所
著
武
鑑
、

不
知
何
書

」

笛
浦

「
武

鑑
猶
貴
邦
縉
紳

全
書
、
開
列
諸
侯

及
麾
下
官
員
爵
名
、
今
佃
某
作
某

県

、
明
年
某
陞
某

府
、
其
所
記

大
要
如
此
、
然
官
爵
転
則
時
時
改
換
、

不
必

等

歳
月
」

啓

堂

「
武

鑑
開
列
文

武
之

士
、

而
何
独
以
武
名
之
」

笛
浦

「
我
邦
有
文
武

両
科
、
文
官
以
文
才

取
之
、
武
官
以
武
技
取
之
、
而

至
高

官

顕
職
任

国
家
之
責
、
則
非
文
武
全
才
無

取
也
、
今
武
鑑
内
開

列

文

武

之

士
、
r而
其
独
以
武
名
編
者
、
蓋
矯
末
世
文
弱
之
弊
者
」

い
る
か
と
の
問

い
に
対
し
て
次

の
よ
う

に
答

え
て
い
る
。

笛
浦

「
楊
兄

有
妓

麼
」
、

啓
堂

「
引

田
屋
糸
萩
、
試
以

日
本
字

写
之

い
と
は
ぎ

…
…
」

。

「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字

を
覚

え
る
た
め
に
漢
字

を
あ
て
は
め
る
と

い
う
方

法
を
と

っ
て

い
る
。
啓

堂
の
言
葉

中
の

「
以

六
合
」

は

「
い

ろ

は
」

で

あ

り
、

「
日
戯
目
摂
世
」
は

「
え
ひ
も
せ
す
」

に
当

た
る
。

し
か
し
長
崎
方
言

と
中
国
音

の
入
り
ま
じ

っ
た

こ
の

「
い
ろ
は
」

は
笛
浦

に
は
寝
言

に
し
か
聞

こ
え
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

笛
浦

「
子
知
我
邦

字
乎

」

き

、

啓
堂

「貴

邦
字
我

知
之
矣
、
填

以
唐
音
、
以

六
合

宜
哈
醯
督
赤
栗
奴
路
屋
哇
割

与

塔
列
籔
此
捻

那
蝋

母
胡
意

糯
悪

苦
爺
馮
却
富
哭
葉
貼
阿
殺
気

云
滅
迷
式

日

戯

目
摂
世
」
・

笛
浦

「
僕
未
解
唐
音
、
故

不
敢
商
、
恐

多
錯
誤
」

笛
浦

「
唐
人
所
説
邦
語
半
崎
半
唐
、
我
等
聞
之
、
殆
類
囈
語
」

。
外

出
や
日
本
人

と
の
交
渉

も
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
長
崎

に
寄
港
す

る
中
国
人

は
唐
館

の
妓
女

か
ら

日
本
語

を
覚

え
た
よ
う

で
あ

り
、
そ

の
方
法

は
暗
記
が

主
で
あ

っ
た
ら
し

い
。

啓

堂

「
唐

人
学

日
本
言
語
妓
女
在
館
中
、
遷
就
唐
人
之
言
、
唐
人

勉

以

強

記

之
へ

不
知
将
筆
写
矣

…
…
」

幽40一

 

こ
の
よ
う
に
日
本

に

つ
い
て
何

で
も
知

ろ
う
と
す

る
彼
等

の
日
本
語
力
な
ど

は
ど

の
よ
う

で
あ

っ
た
か
を
知

る
の
に
興
味
あ

る
資
料
と

な
る
べ
き
も

の
が

い

く

つ
か
あ

る
。

。
ひ
ら
が

な
は
少

し
は
書
け

た
よ
う

で
あ

る
。

二
十

一
歳

か
ら

二
十

七
歳

の
こ

の
時
ま

で
に
九
回
長
崎

に
来

て
い
る
楊
啓
堂
は
、
笛
浦

の
な
じ
み

の
妓

女
は

寝
言

と
い
わ
れ

た
彼
ら

は
笛
浦

に
江
戸
弁
を
習

い
た
か

っ
た
。
そ

し
て
そ

の

代

わ
り
に
彩
雲
開

・
九
連
環

・
焼
香
曲
と

い
う
申
国

の
俗
謡
を
聞

か
せ
よ
う
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
れ

よ
り
先
、
笛
浦

は
俗
語

の
多

い

『
今
古
奇
観
』
に

は
手
を

挙

げ

て

お

り
、、
そ
れ

に
つ
い
て
教
え
を
乞
う

て
い
る

の
で
船
中

で
交
換
授
業
が
行
わ
れ

た



と
思
わ
れ

る
。

な

お
、
九
連
環
と

は
青
木
正
児
氏

「
本
邦

に
伝

へ
ら
れ

た
る
支
那

の
俗
謡
」

に
よ
れ
ば
、
知
恵

の
輪

の
ご
と
き
玩
具

で
、
そ

の
歌
辞

は
な

か
な

か
解
け
な

い

こ
と
を
歌

っ
た
も

の
で
あ

り
、
歌
辞

に
は
幾
種
類

か
が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

(
そ

の

一
つ
が
わ
が
国

の
い
わ
ゆ

る

「
か
ん
か
ん
踊

り
」

の
名

の
由
来

で

あ

る
と
も
述
べ

て
お
ら
れ

る
)
。

三
俗
謡

の
う
ち
九
連
環
を
参
考

に
挙
げ

て

お

く
。

「
嫺
蝶
夜
飛
来
…
…
」
が
そ
れ

で
あ

る
。

啓
堂

「
明
日
以
長
兄
生
為
師
、
学
江
戸
言
語
、
弟
為
先
生
以
彩
雲
開
九
連
環

二

曲
唱
之
」

聖
孚

「
弟
以
焼
香
曲
唱
之
」

啓
堂

「
蝴
蝶
夜
飛
来
、
是
夜
夜
游
情
人
叮
送
我
、
九
連
環
九
九
連
環
、
拿
把
刀

児
、
割
不
断
児
、
時
夜
夜
游
夜
夜
游
」
一

こ
の
よ
う
な
交
換
授
業
と

い

っ
て
も
教
わ

る
こ
と

は
笛
浦

の
方
が
多

か

っ
た

に
違

い
な
く
、
そ

の
う
え
笛
浦

は
持
参

し
て
い
た
詩
文
集

『
海
紅
園
小
稿
』

の

草
稿
を
示
し
て
柳
橋

に
評
お

よ
び
序
を
乞
う

て
い
る
。

・
そ

の
い
き
さ

つ
は
下
記
の
ご
と
き
も

の
で
あ
り
、
柳
橋

の
序
は
紀
州
二
木

浦

で
草
さ
れ
、

日
付
は

「
大
清
道
光
六
年
三
月

二
十
四

日
」
と
中
国
流

に
記
さ
れ

て

い
る
。

柳

橋

「
笛
浦

先
生
所
随
帯

尊
著
、
願
乞
借
」

笛

浦

「
海

紅
園
小
稿

一
巻
、・
係
客
歳

之
所
作

、蕪
雑

固
知
不
足
供
大
雅
之
台
覧

、

然
僕

已
辱
我
翁

之
知
、
何
有
所
隠
、
望

我
翁
之
指
摘
無
隠
」

柳

橋

「
承
示
尊
著

文
詩
、
容

細
細
展
読

、
但
恐
弟
荒
陋
、
不
能
窺
見

高
深

也
」

柳
橋

「
諄

々
命
属
芽

胆
、
将
作
加
評
序
声
或
少
有
未
合
之
処
、
僭
易
数
字
、

不

以
弟
為
狂
妄
乎
」

/

・

笛
浦

「
言

不
再
」

柳
橋

「
尊
作
高
妙
、
予
謬
加
評
序
、
恐
有
未
当
、
尚
望
高
明
鑑
之
」

笛
浦

コ

一
評
隲
、
加
之
以
高
序
、

不
蕾
十
朋
之
亀
也
、
但
称
揚
過
当
容
身
無

地
、
然

如
我
柳
爺

々
、
誠
足
称
海
外
知
己
L

こ
の

『
海
紅
園
小
稿
』
は
、
後
述
す
る
江
芸
閣

に
も
跋
文
と
評
と
を
加
え
て

も
ら

っ
て
い
る
。
そ
し

て
長
崎

よ
り

の
帰
途
、
頼

山
陽

に
序
、
菅
茶
山

・
頼
杏

坪

・
篠
崎
小
竹

に
は
跋
文
を

お
く
ら
れ

て
い
る
。
き

ら

に
江
戸

に
帰

っ
て
は
、

古
賀
穀
堂

か
ら

は
序
、
古
賀
個
庵

か
ら
は
跋
文
を
得
て

い
る
。

し
か
し
笛
浦

の
生
存
中
は
上
梓
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
明
治
十
四
年

(
一
八
八

一
)

七
月

に
子
息

の
野

田
鷹
雄
に

よ

っ
て
出
版
さ
れ

た

(
発
売
書
肆
、
東
京
、

石
川
治
兵
衛
)
。

こ

れ

に
は
上
述

の
序
跋
の
ほ

か
、
柳
橋

・
芸
閣

・
山
陽

・
小

竹

の
批
評

・
批
点
ま

で
が
付
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ

に
付
さ
れ

て
い
る
山
陽

の
序
文
(
原
漢
文
)
に
は

「
古
、
遣
唐
留
学
生
有

り
、
名
儒
自
ら
出
づ
。
此

の
事
廃
さ
れ
し
よ
り
、
我
が
文
を
学
ぶ
、
終

に
隔
靴

掻
痒

に
属
す
」

に
は
じ
ま
り
次

に
中
国
人
と
接
す
る
機
会

の
少
な
さ
を

「
況

ん

や
今

日
海
樊
森

厳
、
訳
吏

に
貴
縁
し

て
清
客

の
半
面
を
覩
る

こ
と
を
得

ば
、
・
詫

り
て
幸
と
為
す

の
み
」

(
原
漢
文
)
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し

て
長
崎
ま
で
の
六

十
三

日
間
接

し
た
柳
橋
は
淅
江

の
紳
衿

の
子
弟

で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
詩
文

の
点

定

も
見

る
べ
き
も

の
が
あ
り
、
そ
の
他

の
老

も
ま

っ
た
く
の
俗
人
で
は
な
く
、

そ

の
船
上
で

の
生
活
を

「
則
ち
是

れ
子
明

六
十
日
の
留

学
生
た
り
と
謂
ふ
も
亦

た
可
な
り
。
豈
国
恩

に
非
ず
や
。
是
れ
羨

む
べ
き
な
り
」
と
し
て

い
る
。

さ
ら

に
、
船

に
積
み

こ
ま
れ
て

い
た
官
給

の
剣
稜

(
日
本

酒
)
に
は
は
じ
あ
手

を

つ

け
な

か

っ
た
柳
橋
た
ち
が
剣
稜

で
な
け
れ
ば
と
思

う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、

ま
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た
わ
が
国
の
文

詞
を
軽
視

し
て

い
た
の
が
文

士
中

の
剣
稜

た
る
笛
浦

の
詩
文

を

み

て
思

い
を
改
め
た

の
で
な

い
か
な
ど

と
続
け
て

い
る
。

山
陽
が
留
学
生
と
羨

む
よ
う
な
船
中
で
の
生
活
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
得

泰

号
は
や
が

て
長
崎

に
到
着
し
、
笛

浦
が
待
望

し
て

い
た
江
芸
閣
に
会
う

こ
と
が

で
き

た
。

も

っ
と
も
芸
閣

た
ち

六
艘

の
船
団
も
乍
浦
を
出
航
し

て
か
ら
風
波

の
た
め

に

分
散
し
、
屋
久
島

・
薩
摩
野
舟

・
琉
墳
島

・
朝
鮮
な
ど

に
漂
着
し

「
芸
閣
漂
収

七
島
、
絶
粒

四
日
、
吐
血
升
余
、
現
刻
在
蓐
、
座
立
眠
食
、
均
不
安
」
と

い
う

状
態

で
あ

っ
た
。

こ
の
江
芸
閣

に

つ
い
て
は
未
だ

に
あ
ま

り
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、

こ
れ

か
ら

の

調
査

に
ま
ち

た
い
が
、

こ
の
当
時

の
わ
が
国
文
人

た
ち
と
親

し
く
交
わ

っ
て
い

た
文
化
人

で
、
特

に
長
崎

に
遊

ん
だ
詩
人

た
ち
は
彼

に
教
え
を
乞
う

た
よ
う

で

あ

り
、
そ

の
詩
集
な
ど

に
そ
の
名
を
散
見
す

る

(
た
と
え
ば
文
政

十

二

年

刊

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
.
の
館
柳
湾

の
詩

に

「
江
芸
閣
咏
二
崎
塞
名
妓
色
芸
兼
全

者

一作
ふ
竹
枝
十
余
章

一云

々
」
と

い
う
七
言
絶
句

二
首
が
あ

る
)
。

。
笛
浦
が
長
崎

に
滞
在
中
も
中
国
人
と

の
交
流
は
不
自
由

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

こ
れ
は
三
月
九
日

に
清
水
港
を
出
発
し

て
か
ら
六
十
三
日
の
航

海

で
あ

る
の
で
長
崎

に
は
大
分
以
前

匹
到
着
し

て
い
る

の
で
あ
る
が
、
唐

館
で
は
や

っ
と
七
月
三
区

に
笛
浦
ら
を
招

い
て
飲
酒
観
劇

の
催
し
を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら
も
わ

か
る
。

こ
の
日

に
演
じ
ら
れ
た
劇
は
仙
祝
王
母
寿

・
天
官
賜
福

・
私

下
三
関
な
ど

五

つ
で
あ
り
、
笛
浦
は
私
下
三
関

に
最

も
興
味

を
寄

せ
た
ら
し
く
そ
の
出
典

ま

で
を
質

聞
し
て

い
る
。

柳
橋

「
唐
館
欲

于
七
月
初

三
日
、
奉
請
諸

君
至
館

、飲
酒

并
観
唐
山
之
劇
…

…
」

啓
堂

「
現
在
所
秘
之
劇

、
我
公
解
否
」

笛
浦

「
不
解
」

啓
堂

コ

仙
祝
王
母
寿
二
天
官

賜
福

三
財
神
四
団
円
五
私
下
三
関
」

笛
浦

「
第
五
条
私
下
三
関

一
劇
最
妙
、
敢
出
何
書

」

,・

柳
橋

「
書
名
楊
家

将
裨
官
楊
六
郎
名
忠
保

、
宋
代
人
、
乃
名
将
」
.

。
ま

た
、

こ
の
日
初

め
て
芸
閣
と
筆
談
し

て
い
る
。

『
海
紅
園
小
稿
』
σ
草
稿

は
前
も

っ
て
芸
閣

に
届
け
ら
れ

て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
彼

も
笛
浦

の
訪
問
を

待

っ
て
い
た
。

芸
閣

「
通
友
及
楊
朱
劉
三
子
嘖
嘖
称
先
生
、
且
捧
読
尊

著
海
紅
園
集
、
欣
慕
有

日
、
今
天
忽
聞
盛
駕
到
劉
景
笏
館

、
倉
皇
訪
及
、
得

据
風
彩
」

。
芸
閣
と

の
筆
談

は
特

に
文
芸
的
な
も

の
は
な
く
、
笛
浦

は
日
本

の
名

勝
松
島

を
宋

の
蘇
軾

の
詩

「
飲
二
湖
上

㌦

初
晴
後
雨
詩
」

を

ひ

い

て

西
湖

に
比
較

し
、
ま

た
国
禁

に
よ

っ
て
お
互

い
に
そ

の
地
を
訪
問

で
き
な

い
こ
と
を
嘆
き

あ

っ
て
い
る
と

い

っ
た
よ
う
な
も

の
で
あ

る
ρ

芸
閣

「
聞
及
此
番
沿
途
好
山
水
極
多
、
想
佳
章
満
錦
嚢

、
祈
先
生
賜
教
」

笛
浦

「
我
有
勝
情
而
無
勝
具
、
沿
途
好
山
水
不
乏
、
而
不
能
以

好
旬
答
之
、
所

謂
江
山
如
此

一
句
無
者
」
・

芸
閣

「
山
水
之
勝
莫
過
於
日
本
矣
、
現
在
如
本
処
瓊
山
明
眉
秀

麗
、
在

我
唐
山

嘲

所
罕
見
」

笛
浦

「
瓊
山
之
勝

尋
常

耳
、
我

邦
山
水
以

仙
台
松
島
為
第

一
、

比

之

唐

山

西

湖
、
未
知
孰
劉
孰
項
也
」

芸
閣

「
可
可
恨
恨
、
貴

邦
邦
禁
森
厳
、
不
能

一
游
其
地
也
」

笛
浦

「
西
湖
之
勝
、
淡
粧
濃

抹
好
于
晴
而
奇
于
雨
、
髯
太
守
豈
欺
我
哉
、
僕
曾

垂
涎
於
其
地
、

而
奈

官
法
禁
厳
、
雖
欲
従
之
、
未
由
也
已
、
我
邦
松
島
入
十
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八
島
、
毎
島

一
奇
奇

一
一
出
意
外
、
若
使
先
生
観
之
、
山
増

其
高
而
水
加
其

深
耳
、
然
先
生
之
不
能
到
松
島
、
猶
僕
之
不
能
到
西
湖
、
抑
亦

二

家

闕

典

也
」

以
上
記

し
て
き

た
よ
う

に
得

泰
号
上

の
笛
浦
や
乗
組
員

の
生
活

は
だ

い
た

い

無
事
平
穏

の
よ
う

に
み
え

る
が
、
そ

の
ま
わ
り

に
は
特
筆
す
べ
き

こ
と
が
二

?

ぽ

あ

っ
た
。

そ
の

一
つ
は
、
乗
組
員

で
あ

る
陳
雲
潭

の
死

で
あ

る
。

こ
の
こ
と

に
つ
い
て

は

『
筆
語
』

で
は
全
く

ふ
れ

て
い
な

い
が
、
『
今
世
名
家
文
鈔
』
(
僧
月
性
緩
、

-

嘉
永

二
年
刊
)
巻

八
に
は
笛
浦

の

「
陳
雲
潭
墓
誌
銘
」
が

の
せ
ら
れ
て
お

り
、

そ
れ

に
よ

っ
て
そ

の
辺

の
事
情
が
わ

か
る
。
雲
潭
は
船
が
紀
伊

に
到

っ
た
と
き

病

に
か
か
り
三
月

二
十

一
日

に
没
し
た

の
で
あ

る
。
彼
は
さ
き

に
得
泰
号
が
難

破

し
か
か

っ
た
折
、
雲
表

に
富

士
を
見

て

「
東
海

の
名
山
を
見

る
を
獲
ば
、

死

も
亦

た
憾

み
な

し
」
と
言

い
、
死

に
臨

ん
で
船
窓

に
寄
ら

せ

「
美
し
き

か
な
海

山
.
吾

こ
れ
を
観

て
斃

る
れ
ば
則

ち
悔

い
有

る
勿
き

の
み
」
と

の
言
を
遺
し
た

親

日
家

で
あ

る
。

ま
た

「
舶
中

の
客
凡
そ

一
百
十
有

六
人
、
面
し

て
其

の
風
調

洒
脱
喜

ぶ
べ
き
者
、
雲
潭
陳
君

一
人
」
と
評
さ
れ

て
お
り
、
笛
浦

の
船
中

の
友

め

一
人

で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
享
年

四
十
三
歳
、
閾
県

の
出
身
。
紀
伊

の
二

木
浦
、
海
福
山
最
明
寺

に
葬
ら
れ

た
。
そ

の
墓
誌
銘

に
笛
浦
は

「
日
出
之
邦
、

南
紀
之
地
、
浦
有
二
和
歌

一、
瀑
有
二
那
智

一、
厥
水
厥
山
、
」秀
且
美
矣
、
魂

而
安

耶
、
何
問
二
海
内
外

こ

と
日

っ
て
い
る
。

も
う

一
つ
は
、
四
月

二
十
四
日

に
平
戸
田
助
浦
で
浅
瀬

に
乗
り
上
げ

て
し
ま

っ
た

こ
と

で
あ
る
。
乗
組
員

の
間

に
大
混
乱
が
生
じ
、

こ
の
よ
う
な

こ
と
が
原

悃

で
あ
ろ
う
か
、
船
内

の
秩
序
が
乱
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
笛

浦
は
厳

し
い
姿

勢
を
と

っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
記
録

も
あ

る
。

笛
浦

「
貴
邦
仁
俗
超
越
万
国
、

不
図
目
侶
之
暴
至
於
斯
也
」

柳
橋

「
頑
梗

不
服
王
化
、
古
昔
尚
然
、
況
現
在
下
賤
水
手
、
又
何
足
怪
」

笛
浦

「
船
内
光
棍
的
目
侶
、
何
名
何
州
」

啓
堂

「
明
理
可
悪
者
、
不
過
同
安

長
楽

人
七
八
名
耳
、
決
不
寛
恕
」
・

笛
浦
は
任
務
を
果
た
し

て
船
を
下
り
る

こ
と
と
な

っ
た
。
六
十
余

目

の
闇

に

は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
あ
り
、
言
葉

の
不
自

由
さ
か
ら
く
る
不
便

・
誤
解

も
あ

つ
た
ろ
う
が
友
情
も
め
ば
え
た

よ
う
だ
。

最

後

に
啓
堂
が
清
水
港
以
来
身
う
ち

の
よ
う

に
接
し

て
く
れ
た
厚
情

に
感
謝

す

る
の
に
対
し
て
、
笛

浦
は
七
言
絶
句

二
首

で
答
え
て

『
得
泰
船
筆
語

』
を
し

め
く
く

っ
て

い
る
。
そ

の
二
の
結

句

「
人
間

に
漢

と
和
有

る
を
信

ぜ
ず

」
は
、

中
国
人
と
親
し
く
付
き
合
う

こ
と

の
で
き
た
笛

浦

の
実
感

で
あ

ろ
う
。

啓
堂

「清

港
以
来
経

乙
百
多

日
、
辱
眷
之
厚
、
譬
之
無
言

…
・ン
」

笛
浦

「
二
十
八
字

二
首

代
筆

話
、
聊
洩
眷
眷
之
情
、
情
長
言
短
、
我
棣
台

三
位

照
鑑
是
祈
」

搦
管
相
逢
清
水
湾

勧
杯
今
日
別
瓊
山

茲
身
設
得
分
為
二

一
個
随
肴
一
個
還

屈
指
六
旬
舟
裏
過

恩
情
更
比
弟
昆
多

管
城
写
到
真
心
処

不
信
入
間
有
漢
和
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